
１　はじめに

　３年次15名，４年次４名の合同の専門演習

では，教職志望者が少なかったため，教職に

関する課題への取り組みだけでなく，現代の

教育課題に関する取り組みについて，幅を広

げて実施することとした．その中では，特に，

学生自身の興味・関心をより引き出す目的で

教育課題を「学校教育」「社会教育」「家庭教

育」の分野から自身で追究課題を選択し，具

体的な取組み課題として調査・研究すること

とした．

２　授業計画

　⑴�　「学校教育」「社会教育」「家庭教育」

の現状と課題についての認識を深める．

　⑵�　「学校教育」「社会教育」「家庭教育」

の分野から一分野を選択し，追究課題を

決める．

　⑶�　追究課題について，まとめたことを報

告し，全体での共有化を図る．

３　実践事例―授業計画―

　⑴　授業概要

　専門演習では，学生一人一人が，自身の

追究課題をより明確にするために，「学校

教育」「社会教育」「家庭教育」（以後，三分

野と表記）の各分野の現状と課題について

説明を行い，次のような共通確認を行った．

　①　学校教育

　学校教育について，ウィキペディアで

は，「日本の教育において学校教育とは，

狭義には，学校教育法の第１条に規定す

る学校（一条校）で行われるものを指す．

具体的には，幼稚園，小学校，中学校，

高等学校，大学などが代表的な学校であ

り，６歳から15歳までの時期（学齢期）

が義務教育である．」と示されている．

　②　社会教育

　社会教育について，ウィキペディアで

は，「・・・社会において，都道府県や

市町村などの自治体や公的機関，博物館，

図書館，あるいは大学などが公的にだれ
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でも参加できるカタチで提供する学習の

機会のこと．」と示されている．

③　家庭教育

　家庭教育について，ウィキペディアで

は，「・・・親がその子に家庭内で，言

葉や生活習慣，コミュニケーションなど

生きていく上で必要なライフスキル（生

きていくうえでの技術）を身につける援

助をしてやること．類似・関連語には躾

（しつけ）がある．」と示されている．

　授業では，テーマ決定の前に事前指導と

して，各分野の概略説明を行い，学生一人

一人に教育課題に関する興味・関心につい

て掘り起こした．そして，自分自身が，三

分野のどの分野に意識がより高いのかを把

握してもらいながら，学生自身でテーマを

設定できるように行った．その後，更に分

野毎に自身の追究課題を設定し，追究活動

を行っていった．そして，最後に３回の報

告会では，全員で共通理解を図りながら教

育課題に関する認識を高め教育課題につい

ての認識を深めることとした．

　⑵�　教育課題に関する学生の興味・関心の

状況

　受講者それぞれがテーマ設定する前に

「学校教育」「社会教育」「家庭教育」のど

の分野に興味・関心をもっているか，調査

を行った．結果は以下の通りである．

（受講学生は19名）

〇学校教育分野：６名

〇社会教育分野：７名

〇家庭教育分野：６名

◎各自の設定したテーマ

＜学校教育＞

〇「沖縄県の不登校について」
〇「教員の労働時間」
〇「キャリア教育（生き方）」
〇「教員の人材不足」
〇「小学校外国語教育の在り方」

＜社会教育＞

〇「公民館と児童館の歴史・現状」

〇「自治体や社会教育の必要性」

〇「 地域づくり（子ども会など）地域住民

と子どもの教育に関する研究」

〇「子どもの体験と興味」

〇「企業事業と地域づくり」

＜家庭教育＞

〇「家庭間における性の認知，性教育」

〇「 子どもの肯定感を高める家庭は学力が

高くなるか？」

〇「 家庭教育に関する父親の家庭に対する

意識」

〇「親の接し方が与える子どもへの影響」

〇「 規則正しい生活とは何か．今はどうあ

るべきか．」

〇「虐待問題」

　⑶　分野毎の課題の追究

＜学校教育分野＞

学生Ａのテーマ　

「 教員の人材不足・教員志望者減少の理由

について」

（原　因）

・ 人手が足りていない原因として，産休・育

休取得者増加，特別支援学級の増加，病休

者が見込みより増加，採用辞退者の増加，

民間企業への流出，教職のマイナスイメー

ジ等．

（改善策）

・ 教員の正規採用者数を増やす，業務量を減

らす，教職の魅力のPR，大学などと連携し，

教員養成塾等との連携強化等．

（考　察）

・ 教員不足は必ず解決しなければいけない問

題だと考えるが，財源など様々な問題があ

るので業務量を減らしたり，少ない教員数

でもできる教育に切り替えていく必要があ

る．そして大切なのは，働き方を変えるこ

とではないか．

（他の学生の感想）

・ 教員の業務量を減らすことは大切だとは思
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うが，その穴を誰がどのように埋めるかが

今後大切になってくると思う．

・ 自分自身，教員を目指していたが，教員の

長時間労働や給料がやっていることと見

合っていないのが現状だと思うし，改善し

ていかないと教員志望者が減っていくと感

じた．

・ 民間企業に人材が流れていっている．働き

がいがあるだけでは人材獲得にはならない．

・ 教師である親の話を聞いていると良いイ

メージの部分もあると感じる．

学生Ｂのテーマ

「小学校の外国語教育について」

（背　景）

・ 日本語教育からみて，小学校の外国語教育

の導入が早すぎると思った．また，日本人

の日本語の能力は中学校で定着するので，

言語として英語も日本語も中途半端になら

ないかと考えた．

（学校現場の状態）

・ 小学校では，３年生以上から外国語活動と

して外国語を学習しており，主にローマ字

を中心に勉強している．基本的には，書く

ことを基礎にしている．宿題には，ローマ

字のプリントやドリルがあり，夏休みの宿

題では，30ページにわたるローマ字の書き

方，読み方の問題集が出されている．

（小学生へのインタビュー）

・ （メリット） テレビや本などのローマ字綴

りが読めて嬉しい．

授業でALTの先生とのゲーム

が楽しい．

　（デメリット）宿題が多く遊べない，

読めない，難しい

（まとめ）

・ 実際に学んでいる小学生は楽しそうに（英

語学習を）やっているし，他の教科にも影

響はないと感じた．宿題を通してみても同

級生同士での学力の差はまだ感じられない

が，指導員としてできるサポートをしてい

きたいと考えている．

（他の学生の感想）

・ 私は小学生から英語を学んで欲しいと思い

ます．母語すら定着していなのにと言いま

すが，生活ではずっと母語なわけだし，そ

こまで影響はないと思います．

・ 個人的には，アメリカ英語中心の教育を各

国の英語に対応させるべきだと思います．

・ 母語の能力は，中学校で定着することを知

り，確かに小学校英語学習の導入は早いか

と思いました．日本の学習方法は，リーディ

ング・ライティングがメインなので，スピー

キングを増やすべきだと思いました．

・ 中国における外国語教育の導入は，小学校

１年生からなので，日本と比較するともっ

と早くなる．外国語は，ただ勉強だけでな

く，使わないとしゃべれないと思う．

・ 小学生でも世界に挑戦している人もいて，

外国語を使うことによって世界観が180度

変わると思うので，自分の人生の変化につ

ながる一歩として必要だと思う．

学生Ｃのテーマ

「ICT教育」

（ICT教育とは）

・ 教育現場において，情報通信技術を活用し

た取組みを指す．紙の教科書の代わりにデ

ジタル教科書を活用したり，電子黒板や

動画を用いた授業を行ったりすることは，

ICT教育の一例である．全国の児童・生

徒一人に１台のPCと高速ネットワークを

整備する文部科学省の取り組みでGIGAス

クールとも呼ばれている．

（メリット）

・ 学習の効率化→タブレット端末などで授業

内容を共有することで，黒板の内容をノー

トに書き写す時間が減り，生徒が授業によ

り集中できる可能性がある．

・ 教員の業務負担軽減→電子黒板やタブレッ

ト端末を使うことで，プリントを印刷する

ことや教材を発注する手間が省けるため，
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他の業務に時間を使える．

（デメリット）

・ 導入コスト→ICT教育を導入するための

環境づくりには，電子機器の購入や通信環

境の整備等に莫大な費用が発生する．

・ 導入ハードル→機器の操作や機材トラブル

など新たに覚えることが増えるため，不安

を持っている教員も多い．

（まとめ）

・ （ICT教育は）問題になっている教員の業

務負担軽減につながること，学習の効率化

等メリットもあれば逆にデメリットになる

部分も多いように感じる．しかし，デメ

リットであるところは国や自治体のサポー

トで解決できるということが今回の調査で

分かった．近い将来，全国すべての学校が

GIGAスクール化している可能性があると

感じた．それに向けてICT関連の知識も

身に付ける必要があると感じている．

（他の学生の感想）

・ ICT教育のメリット，デメリットなど自分

が実習に行って感じた事からICTは教育に

必要だと感じた．地域によって差があるの

で，そこを埋めないといけないと思った．

・ ICT技術はこれからの時代にとって必要

不可欠なものとなっていく中，小・中・高

校生にネットマナーや機器の使い方など，

これらから解決していかないといけない事

がたくさんあると感じた．

・ ICT教育の問題は，このまま教員になれ

ば直面する問題なので少し詳しく調べてみ

ようと思った．

・ ICT教育が進むと今のような社会状況になっ

ても対応することができるだろうと思った．

・ ICT教育は，生徒にも親しみやすく，い

い教育方法だと思った．ICTは良いとは

思いますが，反面，それを活用する方法な

どを作成しないといけないので，業務負担

にもなりそうだと思った．

・ ICT教育が導入されることによって，効

率が良くなった一方，スピードが求められ

る時代になったと思った．

学生Ｄのテーマ　

「教員の労働問題について」

（労働環境）

・ 教員一人当たりの残業時間は，平均で月　

に96時間44分となっている．これは過労

死ラインの月80時間を大きく上回ってお

り，中学校教員に限定すると，平均120時

間となっている．また，土日の出勤は当た

り前で，「ほとんど毎週」と答えた人は，

小学校で16.7％，中学校で74.5％，高校で

52.4％となっている．

・ 「世界最長の労働時間」…経済協力開発機

構（OECD）の「国際教員指導環境調査」

（2018）によると，一週間の教員（小学校）

の勤務時間は，参加した48の国・地域の中

での平均は38.3時間だったのに対し，日本

は参加国最長の54.4時間となった．

（教員の悩み）

・ 教材準備の時間がとれない，作成しないと

いけない事務作業が多い，部活動の指導が

負担．

（解決策）

・部活動の外部，民間委託

＊メリット

　教員→部活の指導時間を授業準備に充てら

れる．業務効率化によって残業時間を削減で

きる．

　児童生徒→専門知識を持った指導者からア

ドバイスを受けられ，活動の選択肢が広がり，

一年間を通して複数の種目を体験できる．

＊デメリット

　民間委託による費用の工面．指導者や引率

者などの人材確保．

　「専門職員の例」→部活動関係，PTA活動

に関する業務，書類作成業務，登下校指導，

清掃指導，児童生徒の生活指導，保護者から

の要望や苦情対応．

（感　想）

・ 教員の労働時間について，調べてみると，

本当に多くの問題点が浮かび上がってき

た．特に，時間外労働の問題は深刻で，多
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くの教員がぎりぎりの状況で働いているこ

とを知った．また近年，教員を志す人も少

なくなっていて，これからの日本の教育が

本当に心配になってきた．先生や児童生徒

のためにも，これらの問題は早く改善して

欲しいと思った．

（他の学生の感想）

・ 部活動での土日の関わりなど，業務以外で

の長時間労働は早く解決すべきだと感じま

した．外部コーチへの依頼に関しては専門

性の高い人にお願いすることで，教員側に

も学生側にも良い点しかないので，優先的

に予算をつけるといいと思いました．

・ 残業時間が96時間以上で，その手当が4～

5,000円というのがすごく割に合わないし，

委託問題も難しく教員の目が届かないとい

ろんな不安もあると感じました．

・ 教員の労働問題については，本当に深刻な

問題だと思いました．特に，中学校と高校

の教員に関しては，教材の準備や事務作業

の他に部活動の指導もしなければならない

ため，土日も出勤していて休みもなく過労

死してもおかしくない状況だと感じまし

た．解決策として，部活動の外部，民間委

託とありましたが，費用の問題と人員確保

が厳しいという問題もでてくるので，地域

の人たちの協力も必要になってくるかなと

思いました．

＜社会教育分野＞

学生Ｅのテーマ　

「青年会と創る社会教育と地域活性化」

（現　状）

・2018年のＺ会による調査

　 　子どもの放課後の過ごし方で最も多かっ

たのは「習い事」

・2018年の子どもの遊び場所ランキング

　　１位：自宅（92％）, ２位：公園（49％）

（課　題）

・放課後外に出て遊ばなくなってきている．

・ 家，学校（課外活動）以外で過ごせる場所

が少ない．

・ 地域全体で子どもを育てる習慣が薄れてき

ている．

＊サードプレイスの確立が大事！

　第１の居場所は，家．第２の居場所が学校．

第３の居場所は？　家，学校，部活のループ

では，家以外だと同年代の友達や学校の先生

としか関われずに狭い世界で生きている．こ

れからグローバル化が進むからこそ多様な人

とのコミュニケーションを図る「世代を超え

た繋がり」が大切である．

（青年会がすごい）

・ 「青年会」とは，10代～30代の人々が地域

ごとに集まっている集団．活動としては，

伝統芸能エイサーや地域の清掃活動，交通

安全運動，地域行事への参加，中・高校生

においては，更生の場にもなっている．

（幅広い世代と子どもたちを繋ぐ）

・ 青年会が中心となり，子ども会や老人会（婦

人会）と一緒にバスツアーを行ったり，地

域の子どもにエイサーを教えるなど，性別

や世代を超えた繋がりを持たせてくれる．

（まとめ）

・ 子どもが広い世代の目に触れられるように

なり，地域で子どもを育てる仕組みの構築

に繋がる．

・ エイサーを通して，子どもが自分の地域に

誇りに思う．

・ その他，地域貢献活動を通して，様々な人

と出会うことで子どもにとっても良い連鎖

が生まれる．

（他の学生の感想）

・ サードプレイスという第３の居場所の活用

で家，学校以外で過ごせる．その中で青年

会を活用することによって，地域の活性化

だけでなく，世代の違う人と関われるた

め，人が育つという青年会の活動に，以前

の青年会はヤンキーの集まりという考えが

変わってきた．

・ 子ども達のサードプレイスとして青年会が

すごく良いと知りました．青年会の活動は，

不良の更生や世代を超えたつながりが持て
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るので地域全体で子どもを育てていける場

になると思いました．

・ 青年会の凄さを感じました．いろいろな活

動があって自分が知らない所でも活動して

いるのを知って，こういう所で支えても

らったり，手助けしてもらっているという

ことを知って，良さをたくさん知ることが

できました．

・ 発表を聞いて，本当に沖縄の文化などが好

きで，調べて考えているのだなと感じまし

た．自分はあまり考えたことのないことを

たくさん発表していたので，なるほどと感

心しました．

・ スマホの普及で放課後は，自宅にいること

が多く（子ども）サードプレイスが大事と

いう提案なので，わかりやすくてすぐに理

解できた．自分が好きな事だから楽しそう

に発表していてエイサーが好きなことがよ

くわかった．青年会の詳しい活動内容が分

かった．

・ 青年会のことを初めて知りました．青年会

は，地域社会に多く貢献しているので，非

常にすばらしい組織だと思いました．

・ 青年会があるだけで，子どものストレスは

大きくなくすことができるのではないかと

思いました．

学生Ｆのテーマ　

「 離島の人口減少に伴う少子高齢化と伝統

行事による地域活性化」

（テーマ設定理由）

・ 他県と比べて独自の文化が強い沖縄県やそ

の離島では，毎年，人口減少と同時に少子

高齢化も進んでいる．私は他県の出身だか

らこそ，沖縄県の独自の伝統行事や文化が

失われていくことはもったいないことだと

感じた．そこで，沖縄の離島に着目して，

伝統行事による地域活性化について考えて

みる．

（人口減少）

・ リゾート地として人気の高い離島だが，地

理的には，四方を海に囲まれ文化圏からも

遠く離れているために必ずしも快適とは言

い難い．離島には，経済面でも環境面でも

満足に働ける場所が少ないことや，そもそ

も知名度の低いところもある．離島を持つ

県は，沖縄県以外にもあるが，沖縄の離島

には他県に比べ距離が離れているため支援

などが難しい．しかし，離島の中でも宮古

島や石垣島は沖縄出身のタレントの活躍や

テレビドラマの放映による，いわゆる「沖

縄ブーム」の追い風もあり，観光客数の増

加やセカンドライフを過ごす場として移住

してくる人も多い．

（離島の主な伝統行事）

・ ムシャーマ，小浜島結願祭，伊良部トーガ

ニー祭り，西表島節祭，黒島豊年祭　

・ 多良間の八月踊り，クブラマチリ，ウラマ

チリ

（島内問題）

　歴史ある行事にもかかわらず，島の中でも

役員不足に悩まされている．例として，与那

国島では島内の集落ごとに「座」というもの

があり，これが中心になって伝統行事やその

継承が行われてきたが，「座」自体が役員不

足になっているという状況にある．

（考　察）

　どの伝統行事にも歴史があり，継承されて

きたのは理解できるが，内容自体は牛や馬の

繁殖祈願のようなものが多く親しみやすいも

のではない．

（研究しての感想）

　色々な企業やメディアなどとコラボや，

キャンペーンを行なったりしているが，相手

側が沖縄の企業やメディアだったりするので

沖縄県内でしかまわらない．地域活性化に

向けて取り組むのはとてもプラスなことだ

が，やり方を少し考える必要があると強く感

じた．伝統行事を体験しに行こうと思っても

車ですぐに行けなかったり，情報があまりな

かったり，細かい理由を挙げていくときりが

ないほど出てくる．そのため地域活性化とい

うのはとても厳しい状況だなと強く感じた．
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（他の学生の感想）

・ 離島はどうしても距離があるので，行き来

が難しい状況にあり，また環境の面から

日々の生活が厳しいという点で人口が減少

しているということがわかりました．沖縄

の行事ではあるが，離島の行事を全く知ら

ないので沖縄だけでなく，県外にも広める

ことで離島の活性化を目指すことが可能で

はないかと思いました．

・ 沖縄の離島の人口減少を伴う少子高齢化に

ついては，私たちは考えなければならない

問題だと思いました．

・ 離島の主な伝統行事で全然知らない祭りや

行事がたくさんあった．そして沖縄同士で

魅力を伝えあっても活性化しないというこ

とに納得しました．

・ 沖縄の方言を話す人がどんどん減ってきて

いて聞くこともあまりなくなってきている

ので，そこに着目しているのがよかった．

・ 離島の人口減少の原因は，高校や大学が少

なかったり，なかったりすることもかなり

大きい影響を与えていると感じた．

＜家庭教育分野＞

学生Ｇのテーマ　

「家庭での性教育」

（課題点）

　子育て世代の８割が家庭での性教育を行っ

ていない．

〇 家庭内での性教育の仕方がわかない保護者

が多い．

〇保護者が性の多様性をどう教えるのか．

〇 性被害者，加害者を生まないための家庭で

の性教育．

（日本は性教育が遅れている）

・ 2009年ユネスコ世界保健機構が『性教育の

開始年齢』が５歳だと発表している．

　→そう考えると少し遅れていることがわかる．

（世界の性教育事情）

・ ドイツ→小学校５年生で避妊などを生物の

時間に学ぶ．

・ 韓国→小学校５年生で性暴力の被害にあっ

た時の相談場所などを教える．

・ イギリス→性犯罪予防の子ども向けアニメ

を作成．

・ フィンランド→中学校で性器について，高

校では不妊治療やLGBTQについて学ぶ．

・ 日本では，「性＝恥ずかしいもの」という

認識が強いため，教える側も躊躇してしま

うケースが多い．

（まとめ）

・ 親世代でも性教育を受けずに育った人が多

いため，まずは子ども向けの教材から取り

組んでみる．難しい本などを読むよりわか

りやすく，子どもに伝える際にそのまま伝

えられる場合もあるため．

・ 普段の会話の中に「性の多様性」について

も交えながら話してみる．

（他の学生の感想）

・ 「性教育」といってもその種類は幅広いもの

だと思いました．より多様になっていく性

について意識をしていきたいと思いました．

・ 大人が子どもに教える方法だけでなく，大

人もどう学ぶかも述べていてよかった．

・ 大人も子どもも一緒に考えることで性教育

から逃げずに向き合うきっかけになるのか

なと思いました．

学生Ｈのテーマ

「親の接し方が与える子どもへの影響」

（虐　待）

・ 虐待で十分な食事を与えてもらえず，栄養

が不足していて発育が遅れたり，保護され

た後も十分な食事をとっていても養育者か

らの愛情を受けなかった心理的影響で発育

が遅れることがある．

（知的発育の遅れ）

・ 頭を殴打したりなどの暴力で知的発育が遅

れることや虐待を受け続けたことにより幼

少期の好奇心を満たす「遊び」が暴力的に

抑圧されるために知的発育が遅れることも

ある．
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（非行にはしる子ども）

・ 親から虐待を受け続け，４～５歳頃の子ど

もが家にいたくないために家出や徘徊をす

るようになったり，親の影響で暴力的にな

り，問題行動を起こすことや自殺を図った

りすることがある．

（虐待による負の連鎖）

・ 精神的に問題を抱えるケースや子どもの健

康，発達に問題があって子育てが難しい環

境のため，親が精神的に余裕がないことが

大きな原因だと考える．

（まとめ）

・ 各家庭で家庭環境や親が受けてきた教育に

よって子どもが受ける教育もそれぞれ違う

ことが分かったが，家庭教育で大事なのは

親と子どもの距離感やコミュニケーショ

ン，親の精神面が大事だと感じた．

（他の学生の感想）

・ 虐待の問題はよく聞くが，親が子ども時代

に同じような経験をしている人が多いこと

を初めて知った．また教育の問題点として

「早期教育」「過保護」は子どもの自由を

奪ってしまうことを知った．

・ ストレス社会の中で親も子もストレスがた

まる．

・ 各家庭環境にもよるとは思いますが，どの

くらい家庭教育のことに口出ししてよいも

のかがわかりません．まずは，子どもが何

をしたいのかを優先させて行動を心がけよ

うと思います．

４　報告からのまとめ

　今回の報告は，「学校教育」「社会教育」「家

庭教育」の現代の課題について学生の目から

見た現状とそのことに対しての自分の考えを

まとめた報告となった．報告を終えて，まず

感じたのが，分野は異なるが様々な教育問題

に興味・関心をもっており，そのことについ

て真剣に改善していきたいと考えている学生

が多いことに驚いた．特に，他者の発表を自

分事として捉えていることである．今後，持続

可能な社会を構築するために必要なことである．
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